
特別児童扶養手当を受給している方へ
（受給中に必要となる手続きの例）

特別児童扶養手当の受給にあたって、主な手続きをまとめましたので、参
考にしてください。

１．有期更新・再認定届について（有期月に提出が必要）

特別児童扶養手当の認定には、対象児童の障害の種類、程度により期間は異なりますが、有期期限を設け
ています。
有期期限につきましては、認定時に送付する障害認定通知書に記載してありますので、その時期に合わせ

て再認定届並びに診断書等を提出していただくこととなります。
※療育手帳Ａを所持の場合は、診断書に換えることができます。（判定から２年以内のものに限る）

※有期期限が近くなりましたら改めてご案内もさせて頂きます。（概ね２ヶ月前に通知）
※受診をしたが診断書作成に時間を要している等の理由により有期期限に間に合わない可能性がある場合

は予めお住まいの市役所担当窓口にてお知らせください。
※再認定届の提出は、有期月以前となっても構いませんが、もし判定の結果、症状が改善したことにより

等級減となる場合や非該当となる場合には診断書作成日をもって適用され、有期月まで支給を受けられない
こととなりますのでご理解ください。※診断書作成日は、提出日から２ヶ月以内のものとして下さい。

２．所得状況届について（毎年提出が必要）

毎年1回(8月12日から9月11日の間)所得の状況を確認するために「所得状況届」の提出が必要となります。
提出の時期となりましたら文書でお知らせします。
※所得状況届を提出しない場合、所得制限の有無に関わらず８月分以降の手当が受けられませんので必ず

提出をお願いします。

３．その他の届け出が必要なとき（その都度提出が必要）

対象となる児童が増えるとき 額改定請求書の提出が必要（対象児童に係る住民票及
び戸籍謄本等が必要）

障がいの程度が変更となるとき 額改定請求書の提出が必要（診断書あるいは療育手帳
Aの写し）

住所を変更したとき 住所変更届が必要（当該届出は転出先の市町村役場等
で手続きしてください。）

受給者または対象児童の名前が変わったとき 氏名変更届の提出が必要

振込先口座を変更するとき 支払金融機関変更届の提出が必要（併せて振込先口座
申出書の提出もお願いします）※口座名義は受給者名
義のものとして下さい。

４．資格喪失（児童が複数いる場合は減額改定）となるとき（その都度提出が必要）

主に以下の事由が発生した場合は受給資格が喪失となりますので、必ず届出をお願いします。（届出が遅
延した場合は過払となる手当を返還していただく必要があります）
（１）対象児童が施設に入所したとき（退所日の翌日から認定請求できますので退所後はすみやかに認定請求してください。）

（２）対象児童が満２０歳となったとき
（３）対象児童に係る障害年金の受給が決まったとき
（４）離婚や婚姻等により主たる生計維持者が変更となるとき
（５）扶養が外れ、養育状態が解消されたとき（対象児童の就職等）
（６）対象児童を養育しなくなったとき、対象児童が死亡したとき
（７）手当を辞退するとき

※上記以外にも届出が必要な場合がありますので、何か状況に変化があった際はお住まいの市町村窓口等にご相談ください。


